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今年の邪気を払う獅子舞今年の邪気を払う獅子舞
（南日名太神楽獅子舞）（南日名太神楽獅子舞）



 令和７年度 予算 令和７年度 予算

  ～新複合施設建設に向け て実施設計へ～  ～新複合施設建設に向け て実施設計へ～
　令和７年第１回定例会は３月３日に開会され令和
７年度の一般会計予算をはじめ各特別会計予算、公
営企業会計予算、条例案及び令和６年度補正予算等
を原案のとおり可決し、21日に閉会した。一般質問
には、７名が登壇した。

歳　
入

　

前
年
度
に
対
し
て
、
個
人

町
民
税
は
６
千
万
円
の
増

額
、
法
人
町
民
税
は
２
億
１

０
０
０
万
円
の
増
額
、
固
定

資
産
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

７
２
０
万
円
の
減
額
を
見
込

み
、
町
税
全
体
で
は
、２
億
５

８
３
３
万
円
の
増
と
な
る
27

億
９
３
８
６
万
円
を
計
上
し

た
。

歳　
出

　

保
健
・
福
祉
分
野
の
施
策

を
推
進
す
る
基
幹
的
な
機
能

に
加
え
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
図
書
館
の
機
能
を
含

む
新
複
合
施
設
建
設
事
業
と

し
て
、
実
施
設
計
に
係
る
予

算
を
計
上
し
、８
年
度
か
ら

の
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
補
聴
器

購
入
助
成
事
業
、
帯
状
疱
疹

予
防
接
種
事
業
、
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
事
業
及

び
本
運
行
を
開
始
す
る
デ
マ

ン
ド
交
通
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

係
る
経
費
等
を
計
上
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

3月定例会
予算議会

116億2795万円

一般会計
75億円

（対前年度10.1％増）

歳 入
町税

27億9386万円
37.4%

繰入金
9億27万円
12.0%

地方交付税
10億6000万円
14.1%

国庫支出金
8億7258万円
11.6%

県支出金
3億9249万円
5.2%

諸収入
4億3200万円
5.8%

地方消費税交付金
3億4500万円
4.6%

町債（借入金）
3億4860万円
4.6%

寄附金
1億円
1.3%

分担金・負担金
3023万円
0.4%

使用料・手数料
6809万円
0.9%

地方譲与税
6101万円
0.8%

その他
9587万円
1.3%

歳　入 町税約27億円（前年度比約10.2％増）

新たに高齢者補聴器購入費助成及び帯状疱疹
ワクチン定期接種化歳　出

歳 出

総務費
11億8363万円
15.8%

教育費
7億9787万円
10.6%

民生費
20億7128万円
27.7%

土木費
12億4450万円
16.6%

商工費
5億3176万円
7.1%

衛生費
3億8708万円
5.2%

消防費
3億1771万円
4.2%

農林水産業費
2億2793万円
3.0%

議会費
8596万円
1.1%

労働費
3082万円
0.4%

公債費
6億1146万円
8.2% 予備費

1000万円
0.1%
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 令和７年度 予算 令和７年度 予算

  ～新複合施設建設に向け て実施設計へ～  ～新複合施設建設に向け て実施設計へ～
令和7年度 予算総額

会　計　名 予　算　額 対前年度増減率

国 民 健 康 保 険 13億2107万円 △2.5%

介 護 保 険 14億3190万円 0.6%

後期高齢者医療 2億9556万円 2.5%

会　計　名 予　算　額 対前年度増減率

下 水 道 事 業 10億7942万円 5.8%

国
民
健
康
保
険

　

保
健
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
保
険
税
収
入
を
主
な
原

資
と
し
て
県
へ
納
め
る
事
業

費
納
付
金
と
、
県
か
ら
の
交

付
金
を
原
資
に
支
払
う
医
療

費
に
対
す
る
保
険
給
付
費
等
。

総
額
は
前
年
度
比
△
２
・

５
％
、３
３
３
９
万
円
の
減
。

介　
護　
保　
険

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と

地
域
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。

総
額
は
前
年
度
比
０
・

６
％
、８
６
３
万
円
の
増
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
か
ら
保
険
料
を

徴
収
し
、
制
度
運
営
主
体
で

あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
へ
納
付
す
る
。
総
額
は

前
年
度
比
２
・
５
％
、７
２

８
万
円
の
増
。

下
水
道
事
業
会
計

　

令
和
５
年
度
に
下
水
道
事

業
計
画
区
域
の
拡
張
を
し

た
、
葛
尾
組
合
及
び
坂
城
イ

ン
タ
ー
工
業
団
地
周
辺
の
工

事
に
着
手
し
、
面
的
な
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　

総
額
は
前
年
度
比
５
・

８
％
、５
８
７
２
万
円
の
増
。

特別会計
30億4853万円
（対前年度0.6％減）

御堂川の桜

新複合施設立体図

公営企業会計（下水道）
10億7942万円
（対前年度5.8％増）
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歳 
入

問　

固
定
資
産
税
の
う
ち
、

土
地
に
つ
い
て
来
年
度
の
見

込
み
は
。

答　

時
点
修
正
に
よ
る
地
価

下
落
分
の
反
映
に
よ
り
全
体

と
し
て
1
・
44
％
の
減
少
を

見
込
ん
で
い
る
。

歳 

出

　

総　
務　
課

問　

庁
舎
改
修
工
事
の
内
容

は
。

答　

議
場
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
空
調
設
備
の
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

　

企
画
政
策
課

問　

温
泉
施
設
維
持
補
修
工

事
の
内
容
は
。

答　

源
泉
送
水
ポ
ン
プ
の
更

新
、
水
風
呂
ろ
過
機
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
、
非
常
用
設
備

の
更
新
の
ほ
か
、
維
持
補
修

工
事
と
し
て
急
を
要
す
る
工

事
に
対
応
す
る
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

問　

シ
ス
テ
ム
等
導
入
委
託

の
内
容
は
。

答　

Ｄ
Ｘ
事
業
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
町
の
フ
ロ

ン
ト
ア
プ
リ
と
な
る「
自
治

体
統
合
ア
プ
リ
」の
構
築
と
、

今
年
度
導
入
し
た「
公
共
施

設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
」に
更

に
磨
き
を
か
け
る
た
め
、「
ス

マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

総
合
計
画
等
策
定
委
託

の
内
容
は
。

答　

長
期
総
合
計
画
の
後
期

計
画
の
策
定
に
係
る
業
務
委

託
で
あ
る
。
前
期
計
画
の
検

証
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
と
そ
れ
に
伴
う
分
析
・
集

計
の
ほ
か
、
基
礎
調
査
と
し

て
、
人
口
動
態
や
各
種
統
計

の
分
析
、町
の
現
状
把
握
、審

議
会
の
運
営
支
援
、
基
本
計

画
案
の
作
成
支
援
等
を
委
託

す
る
予
定
で
あ
る
。

　　

商
工
農
林
課

問　

農
業
振
興
補
助
金
の
増

額
理
由
は
。

答　

温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
、
ね
ず
み
大
根
の
Ｆ
１
種

子
の
収
量
が
低
下
し
て
お

り
、
生
産
者
に
必
要
量
を
供

給
で
き
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
新
た
に
採
種
用
圃
場
を

確
保
し
、
圃
場
を
管
理
し
て

い
く
た
め
、
ね
ず
み
大
根
振

興
協
議
会
へ
の
補
助
金
を
増

額
し
た
。

問　

新
規
就
農
者
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

答　

役
場
窓
口
や
県
を
通
じ

た
問
い
合
わ
せ
に
随
時
対
応

を
し
て
い
る
ほ
か
、
農
業
大

学
校
へ
出
向
き
、
学
生
の
進

路
と
し
て
坂
城
町
内
で
の
就

農
を
打
診
し
た
り
、
東
京
や

名
古
屋
で
の
就
農
相
談
会
に

も
参
加
し
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
、
新
規
就
農
者
の

確
保
に
努
め
た
い
。

問　

有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
の

内
容
は
。

答　

坂
城
町
猟
友
会
へ
有
害

鳥
獣
の
駆
除
を
委
託
す
る
も

の
で
、近
年
、住
宅
地
等
へ
の

有
害
獣
の
出
没
件
数
や
農
地

で
の
被
害
件
数
が
増
加
傾
向

で
あ
る
こ
と
か
ら
、７
年
度

予
算
で
は
、
年
間
の
報
酬
総

額
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、

個
体
数
調
整
を
目
的
に
イ
ノ

シ
シ
20
頭
と
二
ホ
ン
ジ
カ
80

頭
の
駆
除
を
行
っ
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

　

建　
設　
課

問　

道
路
等
保
守
管
理
業
務

の
内
容
は
。

答　

道
路
等
保
守
管
理
業
務

に
つ
い
て
は
、
道
路
台
帳
の

管
理
が
主
で
あ
る
が
、
令
和

７
年
度
は
道
路
台
帳
の
デ
ー

タ
化
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
道
路
網
図
の
公
開
の
た

め
の
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

問　

し
な
の
鉄
道
鉄
道
軌
道

安
全
輸
送
設
備
等
整
備
負
担

金
の
増
額
内
容
は
。

答　

令
和
７
年
度
に
お
け

る
負
担
金
増
額
の
主
な

内
容
は
、
８
年
度
か
ら
の

委 員 長 報 告委 員 長 報 告
総務産業・社会文教常任委員会では、付託された令和７年度一般会計予算
案について、慎重に審査し、その結果を委員長が本会議で報告した。

一般
会計

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 

デ
マ
ン
ド
交
通

（
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
）本
運
行

委
員
長　

大お

日び

向な
た

進し
ん

也や

デマンド乗り合いタクシー
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住
民
環
境
課

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
業
務
委
託
費
の
内
容
と
シ

ス
テ
ム
使
用
料
増
額
の
理
由

は
。

答　

令
和
２
年
度
以
降
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

推
進
事
業
が
実
施
さ
れ
、
多

く
の
住
民
に
交
付
を
行
っ
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
は
、５
年
に
１

度
更
新
が
必
要
で
あ
る
た

め
、令
和
７
年
度
以
降
、更
新

が
必
要
に
な
る
住
民
が
多
く

見
込
ま
れ
る
。そ
の
た
め
、令

和
７
年
度
か
ら
郵
便
局
で
更

新
手
続
き
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
。

　

町
内
で
は
坂
城
郵
便
局
と

南
条
郵
便
局
の
２
局
と
委
託

契
約
を
結
ぶ
予
定
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
使
用
料
の
増
額

は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新

に
係
る
リ
ー
ス
代
の
高
騰
で

あ
る
。

　

ま
た
、
郵
便
局
へ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
業
務
を
一
部

委
託
す
る
た
め
に
使
用
す
る

機
器
の
リ
ー
ス
代
で
あ
る
。

問　

室
内
犬
は
狂
犬
病
予
防

注
射
を
実
施
し
な
く
て
も
よ

い
の
か
。
接
種
率
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、

室
内
犬
に
も
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
未
接

種
の
犬
に
対
し
て
は
、
獣
医

師
会
か
ら
督
促
の
通
知
が
発

送
さ
れ
る
。町
と
し
て
は
、獣

医
師
会
や
保
健
所
と
連
携
し

な
が
ら
、１
０
０
％
を
目
指

し
て
い
く
。

問　

町
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の

あ
り
方
が
変
わ
り
、
消
防
団

は
今
後
ど
の
よ
う
な
訓
練
を

実
施
し
て
い
く
か
。

答　

大
会
に
出
場
し
な
い
分

団
に
つ
い
て
も
、
消
防
署
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
分
団

の
誰
も
が
安
全
か
つ
確
実
な

機
械
操
作
が
で
き
る
よ
う
、

訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

　

火
災
現
場
で
消
防
団
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
、
直
接
的

な
消
火
活
動
よ
り
も
、
消
防

署
へ
の
補
水
な
ど
後
方
支
援

で
あ
り
、
よ
り
現
場
で
の
活

動
に
即
し
た
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

福
祉
健
康
課

問　

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

助
成
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答　

20
人
を
想
定
し
、
上
限

は
３
万
円
で
あ
る
。

問　
１
か
月
児
健
康
診
査
の

運
用
方
法
は
。

答　

該
当
す
る
保
護
者
に
事

前
に
受
診
票
を
交
付
し
、
健

康
診
査
を
受
け
る
医
療
機
関

に
受
診
票
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
無
料
で
受
診
で

き
、
町
が
医
療
機
関
に
費
用

負
担
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
見

込
み
は
。

答　

令
和
７
年
３
月
末
ま
で

に
対
象
者
の
56
％
が
接
種
を

完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
３
月
末
ま
で

に
１
回
以
上
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、
無
料
接
種

期
間
が
１
年
間
延
長
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
更
に
接
種
者
が

増
加
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
文
化
課

問　

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用

支
援
事
業
に
つ
い
て
の
内
容

は
。

答　

仕
事
や
用
事
な
ど
一
時

的
に
保
育
を
必
要
と
す
る
保

護
者
が
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を

利
用
し
た
費
用
に
対
し
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

答　

令
和
４
年
度
か
ら
実
施

し
て
き
た「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
事
業
」が
令
和

７
年
度
か
ら「
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
」と
し
て
制
度

化
さ
れ
た
。

　

経
済
的
支
援
と
伴
走
型
支

援
に
つ
い
て
引
き
続
き
実
施

し
て
い
く
。

問　

食
育
・
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
保
菌
検
査
の
内

容
は
。

答　

調
理
業
務
や
給
食
に
携

わ
る
職
員
の
大
腸
菌
検
査
や
、

サ
ラ
ダ
等
の
料
理
の
安
全
確

認
の
た
め
の
食
材
検
査
、
食

器
な
ど
の
衛
生
検
査
な
ど
で

あ
る
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会

 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

   

利
用
支
援
事
業
始
ま
る

委
員
長　

玉た
ま

川が
わ

清き
よ

史ふ
み

S
u
i
c
a
導
入
経
費
や
５

か
年
緊
急
安
全
対
策
修
繕
工

事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
業

務
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度

か
ら
の
本
運
行
に
伴
う
運
行

時
間
延
長
及
び
受
付
時
間
の

詳
細
は
。

答　

本
運
行
に
際
し
、
令
和

７
年
度
よ
り
運
行
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
の
８
時
間
に
延
長
と
な

る
。
受
付
時
間
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
で
、
当
日

１
時
間
前
ま
で
予
約
可
能
で

あ
る
。
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問　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録

者
数
、
資
格
確
認
書
発
行
対

象
者
数
、
特
別
療
養
費
の
対

象
者
数
は
。

答　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録

者
は
令
和
６
年
12
月
末
で
１

５
１
３
名
、
資
格
確
認
書
発

行
対
象
者
は
９
１
０
名
、
特

別
療
養
費
の
対
象
者
は
１
名

で
あ
る
。

問　

低
所
得
者
軽
減
の
７

割
、５
割
、２
割
軽
減
の
世
帯

数
は
。

答　

令
和
７
年
２
月
末
で
、

医
療
分
と
支
援
金
分
の
対
象

者
に
つ
い
て
は
７
割
軽
減
が

４
３
１
世
帯
、５
割
軽
減
が

２
６
４
世
帯
、２
割
軽
減
が

２
０
９
世
帯
で
あ
る
。

　

介
護
分
に
つ
い
て
は
７
割

軽
減
が
１
７
３
世
帯
、５
割

軽
減
が
92
世
帯
、２
割
軽
減

が
73
世
帯
で
あ
る
。

問　
１
世
帯
当
た
り
の
国
保

税
の
見
込
み
額
は
。

答　

約
１
６
０
０
世
帯
に
対

し
１
世
帯
当
た
り
約
15
万
５

０
０
０
円
程
度
の
見
込
み
で

あ
る
。

問　

一
人
当
た
り
の
医
療
費

の
金
額
と
県
内
順
位
は
。

答　

令
和
５
年
度
確
定
値

で
、
年
間
一
人
当
た
り
医
療

費
は
39
万
４
０
９
４
円
、
県

内
順
位
は
高
い
方
か
ら
45
番

目
で
あ
る
。

問　

特
定
健
診
受
診
者
の
人

数
と
受
診
率
は
。

答　

令
和
６
年
度
の
受
診
者

は
８
９
３
名
で
、
受
診
率
は

44
・
5
％
で
あ
る
。

委員長報告委員長報告
各常任委員会では、付託された令和７年度の３特別会計
予算案及び公営企業会計予算案について、慎重に審査
し、その結果を委員長が本会議で報告した。

特別特別
会計会計

公営企業公営企業
会計会計

社
会
文
教
常
任
委
員
長　

玉た
ま

川が
わ

清き
よ

史ふ
み

介
護
保
険
事
業

被
保
険
者
数　

約
５
４
０
０
名

社
会
文
教
常
任
委
員
長　

玉た
ま

川が
わ

清き
よ

史ふ
み

国
民
健
康
保
険
事
業

マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
者
数　

約
１
５
０
０
名

医療機関にてマイナ保険証を利用

問　

介
護
保
険
被
保
険
者
数

は
。

答　

令
和
７
年
２
月
末
で
５

４
７
１
名
で
あ
る
。

問　

第
一
号
被
保
険
者
保
険

料
の
減
額
理
由
は
。

答　

被
保
険
者
の
対
象
と
な

る
65
歳
到
達
の
方
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
前
年
度
の
被
保

険
者
数
と
の
比
較
を
す
る
な

ど
し
、
減
収
を
見
込
ん
で
い

る
。

問　

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費

の
内
容
、件
数
と
金
額
は
。

答　

要
介
護
認
定
を
受
け
た

方
で
、
手
す
り
の
取
り
付
け

な
ど
住
宅
改
修
を
行
っ
た
際

の
費
用
の
一
部
を
支
給
す
る

も
の
で
、
段
差
の
解
消
や
扉

の
取
替
え
な
ど
が
該
当
す
る
。

　

令
和
７
年
２
月
末
で
35

件
、３
１
４
万
４
５
６
０
円

で
あ
る
。

問　

地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
内
容
と

増
額
理
由
は
。

答　

施
設
の
規
模
が
小
さ
く

町
在
住
者
が
利
用
出
来
る
介

護
老
人
福
祉
施
設
で
、
要
支

援
認
定
者
が
利
用
し
た
際
の

給
付
費
で
あ
る
。

　

令
和
６
年
度
の
利
用
者
増

加
に
伴
い
増
額
予
算
と
し
た
。

問　

地
域
支
援
事
業
費
の
介

護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
の
委
託
内
容
は
。

答　

要
介
護
認
定
に
は
至
ら

な
い
、
総
合
事
業
対
象
者
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
係
る
も

の
で
、
委
託
事
業
所
は
13
事

業
所
、
対
象
は
１
月
あ
た
り

25
名
で
年
間
３
０
０
件
を
見

込
ん
で
い
る
。
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社
会
文
教
常
任
委
員
長　

玉た
ま

川が
わ

清き
よ

史ふ
み

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

被
保
険
者
数　

約
３
２
０
０
名

総
務
産
業
常
任
委
員
長　

大お

日び

向な
た

進し
ん

也や

下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
使
用
料
減
少

下水道デザインマンホール

一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
違
い
は
？

　

一
般
会
計
と
は
、
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
町
民
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始
め
と

す
る
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
（
福
祉
・
教
育
・
土
木

な
ど
）
を
計
上
し
て
い
る
会

計
で
す
。　

　

一
方
で
特
別
会
計
は
、
事

業
目
的
を
限
定
し
、
特
定
の

収
入
を
も
っ
て
特
定
の
支
出

に
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計

と
区
別
し
て
経
理
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
設
け
ら
れ
る

会
計
で
す
。

　

坂
城
町
で
は
、
７
年
度
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
３

会
計
が
あ
り
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は
？

　

国
の
要
請
を
受
け
、
６
年

度
か
ら
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
を
公
営
企
業
会
計
に
変

更
し
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計
は
、
事
業

収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
、

独
立
採
算
の
原
則
に
よ
り
、

特
定
の
事
業
を
経
理
す
る
会

計
で
す
。
現
金
の
収
入
支
出

の
み
を
把
握
す
る
こ
れ
ま
で

の
会
計
と
異
な
り
、
そ
の
企

業
活
動
を
正
確
に
把
握
す
る

た
め
、
複
式
簿
記
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
会
計
に
は
、

２
つ
の
財
布
が
あ
り
、
使
用

料
収
入
や
施
設
の
維
持
管
理

費
な
ど
に
係
る
財
布
を
収
益

的
収
支
、
下
水
道
施
設
の
整

備
や
改
修
な
ど
に
係
る
財
布

を
資
本
的
収
支
と
し
て
区
分

し
て
い
ま
す
。

問　
被
保
険
者
数
は
。

答　

令
和
７
年
２
月
末
で
３

２
１
９
名
で
あ
り
、
前
年
同

期
比
で
59
名
増
加
し
て
い
る
。

問　

保
険
料
軽
減
の
７
割
、

５
割
、２
割
軽
減
の
対
象
者

数
は
。

答　

令
和
６
年
度
確
定
後
の

人
数
は
、７
割
軽
減
が
１
１

５
８
名
、５
割
軽
減
が
６
０

５
名
、２
割
軽
減
が
４
４
０

名
で
、
被
扶
養
者
に
お
け
る

５
割
軽
減
が
17
名
で
あ
る
。

問　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額

は
。

答　

令
和
６
年
度
及
び
７
年

度
は
80
万
円
で
あ
り
、
長
野

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
お
い
て
決
定
し
て
い
る
。

問　

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収

の
件
数
と
割
合
は
。

答　

令
和
７
年
２
月
の
徴
収

実
績
で
、
普
通
徴
収
が
５
０

８
件
で
16
・
4
％
、
特
別
徴

収
は
２
５
９
５
件
83
・
6
％

で
あ
る
。

問　

一
人
当
た
り
の
医
療
費

と
県
内
順
位
は
。

答　

令
和
５
年
度
確
定
値

で
、
年
間
一
人
当
た
り
医
療

費
の
金
額
は
、
93
万
６
８
８

４
円
、
県
内
順
位
は
高
い
方

か
ら
13
番
目
で
あ
る
。

問　

下
水
道
使
用
料
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
よ
り
減
少

し
て
い
る
要
因
は
。

答　

人
口
減
少
や
節
水
機
器

の
普
及
に
よ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

問　

下
水
道
料
金
の
値
上
げ

予
定
は
。

答　

現
状
で
は
予
定
し
て
い

な
い
が
、今
後
、経
営
状
況
を

み
な
が
ら
必
要
に
応
じ
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問　
今
後
の
工
事
予
定
は
。

答　

令
和
７
年
か
ら
８
年
ま

で
の
２
か
年
で
葛
尾
組
合
や

坂
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
周

辺
の
工
事
等
を
予
定
し
て
い

る
。
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第
1
回
定
例
会 

議
案
審
議

条
例
改
正
等

◆
千
曲
市
・
坂
城
町
等
公
平

委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
一

部
改
正

　

千
曲
市
・
坂
城
町
等
公
平

委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地

方
公
共
団
体
に
六
ケ
郷
用
水

組
合
を
加
え
、
共
同
設
置
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

加
及
び
規
約
の
変
更
を
行

う
。

◆
坂
城
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
手

当
に
関
し
て
、
勤
勉
手
当
の

支
給
対
象
と
な
る
要
件
を
定

め
、
支
給
額
の
算
出
方
法
や

そ
の
他
規
定
に
つ
い
て
は
、

町
の
正
規
職
員
と
同
様
に

扱
う
も
の
と
し
、
令
和
７
年

度
か
ら
新
た
に
勤
勉
手
当
の

支
給
を
行
う
た
め
改
正
を
行

う
。

◆
坂
城
町
長
期
継
続
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
　

近
年
の
地
方
公
共
団
体
の

事
務
処
理
に
お
い
て
情
報
処

理
シ
ス
テ
ム
等
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
活
用
が
進
み
、
使

用
許
諾
契
約
に
よ
り
事
業
者

が
保
有
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
利
用
す
る
形
態
が
増
加
す

る
中
、複
数
年
度
の
契
約
で
、

よ
り
効
率
的
、
安
定
的
な
行

政
運
営
に
資
す
る
も
の
も
あ

る
こ
と
か
ら
改
正
を
行
う
。

 

◆
坂
城
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

町
が
行
う
一
般
廃
棄
物
の

収
集
、運
搬
に
つ
い
て
、下
水

道
の
普
及
に
よ
る「
し
尿
」

及
び「
家
庭
雑
排
水
汚
泥
」

の
収
集
量
減
少
や
、
燃
料
価

格
等
の
高
騰
が
あ
る
中
、
事

業
の
安
定
化
の
た
め
、
一
般

廃
棄
物
処
理
手
数
料
に
つ
い

て
改
定
を
行
う
。

◆
坂
城
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
者

を
除
く
特
定
地
域
型
保
育
事

業
者
に
お
け
る
、
保
育
内
容

支
援
及
び
代
替
保
育
に
係
る

連
携
協
力
を
行
う
保
育
所
、

幼
稚
園
又
は
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
連
携
施
設
の
確
保
に
つ

い
て
、著
し
く
困
難
で
、一
定

の
要
件
を
満
た
す
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
小
規
模
保
育

事
業
者
な
ど
連
携
協
力
者
の

確
保
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
改
正
を
行
う
。

◆
坂
城
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
者
等
に

お
け
る
、
保
育
内
容
支
援
及

び
代
替
保
育
に
係
る
連
携
協

力
を
行
う
保
育
所
、
幼
稚
園

又
は
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
連

携
施
設
の
確
保
に
つ
い
て
、

著
し
く
困
難
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
小
規
模
保
育
事
業

者
な
ど
連
携
協
力
者
の
確
保

令和6年度一般会計補正予算
（主なもの）

◆第８号補正額：△2,551万円
　歳入

　町税 9,000万円
　地方消費税交付金 7,513万円
　国庫支出金 △1億272万円
　繰入金 △6,017万円

　歳出
　温泉管理事業 　703万円
　介護・訓練等給付費 　750万円
　道路新設改良一般事業 　958万円
　保健福祉等複合施設整備基金への積立金
 2億2,251万円
　電算一般経費 △2,506万円
　児童手当 　　△5,500万円
　予防接種事業 　△2,160万円
　Ａ01号線道路改良事業 △2,165万円

　主に、歳入、歳出全般にわたる事務事業の清算
に伴う補正

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
改
正
を
行
う
。

　

ま
た
、
栄
養
士
法
が
改
正

さ
れ
、
栄
養
士
免
許
を
取
得

せ
ず
と
も
管
理
栄
養
士
免
許

の
取
得
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら「
栄
養
士
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

「
管
理
栄
養
士
」を
加
え
る
。

◆
坂
城
町
運
動
場
条
例
の
一

部
改
正

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の

際
に
流
出
し
、
使
用
を
停
止

し
た「
鼠
橋
運
動
公
園
運
動

場
」及
び
坂
城
大
橋
上
流
側

に
あ
る「
千
曲
運
動
場
」
に

つ
い
て
削
除
す
る
。

◆
坂
城
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　

県
の
運
営
方
針
に
沿
い
、

4
方
式
か
ら
3
方
式
に
よ
る

賦
課
と
す
る
た
め
、
資
産
割

を
廃
止
し
必
要
な
税
額
確
保

に
向
け
、
均
等
割
・
平
等
割

の
税
額
改
正
を
行
う
。

◆
坂
城
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

損
害
補
償
の
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
る 

「
補
償
基
礎

額
」
と「
扶
養
に
係
る
補
償

基
礎
額
の
加
算
額
」を
改
定

す
る
。

◆
坂
城
町
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

退
職
報
償
金
支
給
額
の

基
礎
と
な
る
勤
務
年
数
に
、

新
た
に「
35
年
以
上
」
の
区

分
を
追
加
し
、
階
級
ご
と
の

退
職
報
償
金
支
給
額
を
定
め

る
。
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第１回臨時会（２月）並びに
第１回定例会（３月）の審議結果

（○は賛成、×は反対）

（議員氏名）

（議案名）
結果

塚
田　

  

舞

水
出  

康
成

宮
入  

健
誠

中
村  

忠
靖

星　

  

哲
夫

玉
川  

清
史

山
城  

峻
一

祢
津  

明
子

大
日
向
進
也

朝
倉  

国
勝

大
森  

茂
彦

中
嶋　

  

登

滝
沢  

幸
映

令和７年度
当 初 予 算 国民健康保険特別会計 可決 〇

〇
賛成
討論

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
×
反対
討論

議
長
職

議
長
職

（
欠
席
）

条 例 改 正

坂城町廃棄物の処理及び清掃に
関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

議  

長  

職

坂城町特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例

可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

坂城町家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準を定める
条例

可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

坂城町国民健康保険税条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

２ 賛否が分かれた議案

 3  全会一致で否決された議案……なし

（1）条例等
　① 千曲市・坂城町等公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び千曲市・坂城町等公平委員会

共同設置規約の変更
　② 坂城町の議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び特別職の職員で常勤の者の給与に関す

る条例の一部改正（臨時会）
　③ 坂城町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正
　④ 坂城町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正（臨時会・定例会）
　⑤ 坂城町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正（臨時会・定例会）
　⑥ 坂城町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部改正
　⑦ 坂城町運動場条例の一部改正
　⑧ 坂城町消防団員等公務災害補償条例の一部改正
　⑨ 坂城町消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正

（2）令和７年度当初予算
　① 一般会計
　② 介護保険特別会計
　③ 下水道事業会計

（3）令和６年度補正予算
　① 一般会計（第７号）
　② 一般会計（第８号）
　③ 国民健康保険特別会計（第４号）
　④ 介護保険特別会計（第３号）
　⑤ 介護保険特別会計（第４号）
　⑥ 後期高齢者医療特別会計（第３号）
　⑦ 下水道事業会計（第１号）

（4）意見書
　① 高額療養費制度の見直しに当たり慎重な議論を求める意見書

１ 全会一致で可決された議案
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質問項目ここが聞きたい!
一般質問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

現段階での総事業費は

1119億円である

水
道
広
域
化

問　

現
段
階
で
の
水
道
施
設

整
備
に
係
る
事
業
費
は
。

町
長　

補
助
期
間
で
あ
る
令

和
16
年
ま
で
の
９
年
間
で
１

１
１
９
億
円
、
年
平
均
で
約

１
２
４
億
円
を
見
込
み
、
補

助
期
間
終
了
後
の
事
業
費
は

年
１
０
９
億
円
で
あ
る
。

問　

事
業
の
必
要
性
と
今
後

は
。

町
長　

現
在
、
諏
訪
形
浄
水

場
か
ら
単
線
で
千
曲
川
左
岸

側
を
経
由
し
、
坂
城
大
橋
を

通
じ
千
曲
川
右
岸
側
に
給
水

し
て
い
る
。
台
風
や
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
災
害
に
よ
り

落
橋
等
の
被
害
が
生
じ
た
場

合
、
右
岸
側
の
町
民
の
約
８

割
に
水
道
水
が
給
水
で
き
な

く
な
る
。更
に
、左
岸
側
か
ら

は
ポ
ン
プ
に
よ
り
加
圧
し
送

水
し
て
い
る
が
、
停
電
発
生

時
に
も
給
水
が
止
ま
る
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
。

　

管
路
二
重
化
が
実
施
さ
れ

た
際
に
は
、
高
低
差
を
利
用

し
た
自
然
流
下
に
よ
る
水
運

用
が
可
能
と
な
り
、
停
電
時

に
お
い
て
も
供
給
の
確
保
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
加
え
、

平
常
時
に
お
い
て
も
自
然
流

下
式
に
す
る
こ
と
で
動
力
費

の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

　

災
害
時
対
応
や
効
率
的
な

水
運
用
の
観
点
か
ら
も
、
施

設
整
備
計
画
は
当
町
に
お
い

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
安
全
で
安
心
な

水
道
水
が
安
定
的
に
供
給
で

き
る
よ
う
、
県
企
業
局
及
び

関
係
市
と
と
も
に
さ
ら
な
る

協
議
を
進
め
て
い
く
。

祢
ね
津
つ
　 明

あき
子
こ 議員 10ページ

① 水道広域化について
② 不登校対策について

塚
つか

田
だ
　 舞

まい 議員 11ページ

① 子どもが安心して成長できる
　 環境を
② 地域福祉の充実に向けて

大
おお
森
もり
　 茂

しげ
彦
ひこ 議員 11ページ

① 戦後・被爆80年の想いは
② より充実した新複合施設の
　 ために
③ 有機農業の行方は

水
みず
出
いで
　 康

こう
成
せい 議員 12ページ

① 子育て支援について
② 創業者支援について

宮
みや
入
いり
　 健

たけ
誠
し 議員 12ページ

① 選挙に於ける投票状況について
② 森林整備について

星
ほし
　 哲

てつ
夫
お 議員 13ページ

① 安心・安全の町づくりに向けて

中
なか
村
むら
　 忠

ただ
靖
やす 議員 13ページ

① 帯状疱疹ワクチンについて
② 生命（いのち）の安全教育に
　 ついて

中之条配水池

祢
ね

津
つ

　明
あき

子
こ

  議員
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子育て支援

健
や
か
な
環
境
づ
く
り
を

さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る

問　

今
後
、
町
に
お
け
る
預

か
り
保
育
の
拡
充
の
考
え

は
。

子
ど
も
支
援
室
長　

令
和

７
年
度
か
ら「
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
利
用
支
援
事
業
」を
創

設
す
る
。
ま
た
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
」の
利
用
促
進

に
努
め
る
。

　

ま
た
、８
年
度
に
は「
子

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」な

ど
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
施
策
を
総
合
的

に
実
施
し
、
子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
い

く
。

問　

町
が
考
え
る「
子
ど
も

の
居
場
所
」と
は
。

町
長　

子
ど
も
は
家
庭
を
基

盤
と
し
な
が
ら
、
地
域
や
学

校
な
ど
安
全
・
安
心
な
環
境

の
中
で
成
長
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、

家
庭
以
外
で
も
安
心
し
て
過

ご
せ
る
場
所
の
確
保
は
、
健

全
な
成
長
に
不
可
欠
と
考
え

て
い
る
。今
後
、整
備
予
定
の

新
複
合
施
設
も
、
世
代
を
超

え
た
健
康
・
福
祉
・
交
流
の

拠
点
と
な
り
、新
た
な「
子
ど

も
の
居
場
所
」と
し
て
期
待

さ
れ
る
。
ま
た
、「
子
ど
も
の

居
場
所
」は
、子
育
て
支
援
や

健
全
育
成
の
場
で
あ
る
と
同

時
に
、
共
働
き
家
庭
の
増
加

や
地
域
の
つ
な
が
り
の
気
薄

化
、
家
庭
の
貧
困
と
い
っ
た

課
題
へ
の
受
け
皿
と
し
て
の

役
割
も
担
う
と
認
識
し
て
い

る
。

平和を考える事業は

満蒙開拓平和記念館訪問など

戦
後
80
年

問　

昨
年
９
月
議
会
で「
来

年
は
戦
後
・
被
爆
80
年
に
な

る
。
年
間
を
通
し
て
平
和
を

考
え
る
年
に
す
る
た
め
、
戦

争
体
験
者
の
聞
き
取
り
や
講

演
会
、
広
島
で
の
平
和
祈
念

式
典
に
子
ど
も
た
ち
を
派
遣

す
る
こ
と
、
町
内
で
原
爆
写

真
展
や
被
爆
者
の
描
い
た
絵

画
の
展
示
な
ど
、
計
画
し
て

ほ
し
い
」と
求
め
た
が
、ど
ん

な
事
業
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
文
化
課
長　
「
ふ
れ
あ

い
大
学
」の
前
期
は「
大
人
と

子
ど
も
の
社
会
見
学
会
」と

し
て
、阿
智
村
の「
満
蒙
開
拓

平
和
記
念
館
」を
訪
問
、後
期

の
生
涯
学
習
講
座
で
も
平
和

学
習
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　

長
野
大
学
坂
城
町
講
座
で

は
、
副
学
長
と
学
生
ら
と
一

緒
に
太
平
洋
戦
争
で
の
戦
争

遺
跡
等
を
バ
ス
で
見
学
す
る

予
定
。公
民
館
報
で
は
、町
の

遺
構
や
遺
物
等
の
特
集
、
当

時
の
戦
争
体
験
者
の
証
言
な

ど
を
掲
載
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　

図
書
館
で
は
、８
月
の
終

戦
記
念
日
に
合
わ
せ
て「
戦

争
と
平
和
」に
関
す
る
書
籍

の
企
画
展
示
、
ふ
る
さ
と
歴

史
館
で
は
、８
月
に
戦
争
関

連
の
企
画
展
、
10
月
の
図
書

館
祭
り
で
は
、
戦
争
関
連
の

写
真
等
の
展
示
を
検
討
し
て

い
る
。

阿智村にある満蒙開拓平和記念館

町の未来を支える 子ども・子育て支援事業計画

塚
つか

田
だ

　舞
まい

  議員

大
おおもり

森　茂
しげひこ

彦  議員
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宮
みやいり

入　健
たけ

誠
し

  議員

松くい虫対策は

被害軽減を図る

森
林
整
備

問　
町
内
の
森
林
面
積
は
。

町
長　

令
和
６
年
９
月
１
日

現
在
で
３
５
９
７
ha
で
、
国

有
林
は
な
く
全
て
民
有
林
と

な
り
、県
有
林
及
び
町
有
林
、

そ
の
他
財
産
区
を
含
め
た
公

有
林
が
４
５
０
ha
、
私
有
林

が
３
１
４
７
ha
で
あ
る
。

問　
松
く
い
虫
対
策
の
状
況

は
。

町
長　

松
く
い
虫
被
害
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

た「
予
防
対
策
」と
、
発
生
し

た
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ

と
を
目
的
と
し
た「
駆
除
対

策
」の
両
面
か
ら
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

予
防
対
策
で
は
、
風
致
地

区
な
ど
伐
倒
駆
除
が
困
難
な

地
域
を
対
象
に
、
住
民
へ
の

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
有
人
ヘ
リ

散
布（
上
平
地
区
15 

ha
・
苅

屋
原
地
区
10 

ha
）、無
人
ヘ
リ

散
布（
苅
屋
原
地
区
4.5 

ha
）

を
実
施
し
て
い
る
。

　

駆
除
対
策
と
し
て
は
、
守

る
べ
き
松
林
の
被
害
木
の
伐ば
っ

倒と
う

燻く
ん
じ
ょ
う蒸
処
理
を
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
松
枯
れ
を
引
き
起

こ
す
マ
ツ
ノ
ザ
イ
線
虫
の
根こ
ん

系け
い

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
町
独

自
の
対
策
と
し
て
、
伐
倒
駆

除
し
た
木
の
根
に
薬
剤
を
直

接
注
入
し
、
線
虫
を
駆
除
す

る
こ
と
に
よ
り
周
辺
へ
の
被

害
拡
大
を
防
ぐ
対
策
を
行
っ

て
い
る
。

子育て支援

副
食
費
支
援
の
あ
り
方
は

幼
稚
園
等
施
設
に
補
助
す
る

問　
町
内
幼
稚
園
主
体
者
と

の
副
食
費
無
償
化
の
意
見
交

換
の
今
後
の
展
開
は
。

子
ど
も
支
援
室
長　

令
和
６

年
12
月
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。７
年
度
か
ら
は
、
町
内
及

び
町
外
の
幼
稚
園
等
が
保
護

者
か
ら
副
食
費
を
徴
収
し
な

い
場
合
、
副
食
費
に
係
わ
る

費
用
の
３
分
の
２
を
町
が
補

助
す
る
こ
と
に
し
た
。
保
育

園
と
同
じ
国
の
定
め
る
公
定

価
格
水
準
で
あ
る
。

創
業
者
支
援
に
つ
い
て

問　
Ｂ
．Ｉ
プ
ラ
ザ（
以
降
施

設
）の
状
況
と
今
後
の
創
業

支
援
向
上
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
関
し
て
の
考
え
は
。

町
長　

施
設
は
11
部
屋
あ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
、
パ
ン
ト
リ
ー
を
備
え
て

い
る
。
平
成
14
年
の
開
館
以

来
25
事
業
者
の
利
用
が
あ
り

３
事
業
者
が
町
内
で
事
業
所

を
開
設
し
た
。
利
用
者
は
、

坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
支
援
団
体
や
大

学
の
専
門
的
な
技
術
支
援
を

受
け
ら
れ
る
。
利
用
者
増
加

に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、今
後
、県
設
置
の
信

州
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
町
が
首
都
圏
等
で

開
催
す
る
移
住
・
定
住
セ
ミ

ナ
ー
で
の
紹
介
や
町
内
事
業

者
へ
セ
カ
ン
ド
オ
フ
ィ
ス
利

用
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

創業者支援施設B.Iプラザ  さかき

松くい虫伐倒作業

水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員
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町管理の大望橋

防犯カメラの設置状況は

必要な箇所に設置している

防
犯
対
策

問　

町
管
理
の
橋
は
鼠
橋
、

大
望
橋
、昭
和
橋
で
あ
り
、大

望
橋
は
上
平
、網
掛
、上
五
明

か
ら
の
通
学
ま
た
中
之
条
方

面
か
ら
の
通
勤
に
利
用
す
る

重
要
な
橋
で
あ
る
。

　

防
犯
の
観
点
か
ら
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
状
況
は
。

町
長　

町
は
施
設
の
管
理
運

営
上
必
要
と
な
る
箇
所
に

は
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
運
用

し
て
い
る
。ま
た
、千
曲
川
の

水
位
の
状
況
な
ど
を
監
視
す

る
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
千
曲
川
の
水
位
と
と
も

に
、
人
や
車
両
の
往
来
を
確

認
で
き
る
。

　

今
年
１
月
に
起
き
た
Ｊ
Ｒ

長
野
駅
前
殺
傷
事
件
の
犯
人

逮
捕
に
は
、
付
近
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
ほ
か
、
県
警
の
呼
び

か
け
に
応
じ
て
情
報
提
供
の

あ
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
映
像
が
大
変
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
ら
の

映
像
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

「
リ
レ
ー
捜
査
」に
よ
り
犯
人

の
特
定
に
つ
な
が
っ
た
。

　

当
町
で
も
町
内
に
設
置
し

て
い
る
監
視
カ
メ
ラ
の
ほ

か
、
消
防
団
車
両
を
含
む
公

用
車
へ
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
を
進
め
て
い
る
。

　

万
が
一
事
件
が
発
生
し
た

際
に
は
早
期
解
決
の
一
助
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

何
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
取

り
組
み
が
最
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
、取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
定
期
接
種
化
と
な
る
ワ

ク
チ
ン
の
開
始
時
期
・
接
種

内
容
は
。

町
長　

今
年
の
４
月
１
日
か

ら
、
65
歳
以
上
５
歳
ご
と
の

対
象
者
と
、
免
疫
機
能
に
重

い
障
が
い
が
あ
る
60
歳
か
ら

64
歳
の
方
を
対
象
に
実
施
す

る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
、
生

ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
の
２
種
類
で
あ
る
。

　

自
己
負
担
額
は
、
接
種
費

用
の
概
ね
25
％
か
ら
30
％
程

度
、
対
象
者
数
は
１
０
６
０

人
程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

問　

周
知
方
法
、
接
種
の
手

順（
申
請
方
法
）は
。

町
長　

４
月
初
旬
に
、
対
象

者
全
員
に
接
種
の
案
内
を
通

知
し
、「
広
報
さ
か
き
」へ
の

掲
載
や
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
広
く
周
知
す
る
。

　

手
順
は
、
接
種
希
望
者
が

直
接
予
約
を
行
い
、
案
内
通

知
の「
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

予
診
票
」
と「
予
防
接
種
済

証
」
を
医
療
機
関
に
提
出

し
、接
種
を
受
け
る
。

い
の
ち
の
安
全
教
育

問　
坂
城
町
の
小
中
学
校
で

の
実
施
状
況
は
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
、
保

健
授
業
で
心
の
発
達
、
発
育

の
学
習
に
加
え
、
各
校
で
外

部
講
師
に
よ
る
性
教
育
・

命
の
授
業
を
実
施
。
中
学
校

で
は
、
そ
の
ほ
か
外
部
講
師

に
よ
る
性
教
育
、
情
報
モ
ラ

ル
、
犯
罪
防
止
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

帯
た い

状
じょう

疱
ほ う

疹
し ん

費
用
助
成
対
象
は

65
歳
以
上
５
歳
ご
と
の
対
象
者
に

中
なかむら

村　忠
ただやす

靖  議員

星
ほし

　哲
てつ

夫
お

  議員

▲広報さかき4月号５ページ
「帯状疱疹予防接種」をご覧ください
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社
会
文
教
常
任
委
員
会
は

２
月
13
日（
木
）坂
城
町
立
図

書
館（
以
降
図
書
館
）と
坂
城

町
社
会
福
祉
協
議
会（
以
降

社
協
）を
視
察
し
た
。

◆
図
書
館
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
現
況
を
聞
い
た
。

　

登
録
者
数
は
令
和
元
年
か

ら
減
少
が
続
き
、６
年
１
月

末
時
点
で
登
録
者
数
は
10
％

程
度
減
の
２
４
８
０
名
で
あ

る
。
令
和
４
年
か
ら
始
め
た

「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」の
登
録

者
は
当
初
91
名
か
ら
６
年
１

月
末
時
点
で
１
３
０
名
に
増

加
し
て
い
る
。

５
名
、特
別
会
員
１
４
２
名
、

賛
助
会
員
１
２
１
社
。

　

事
務
局
長
よ
り
活
動
内
容

の
説
明
を
受
け
た
。

　

多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
行

い
、
利
用
者
と
対
面
で
心
が

通
い
合
う
丁
寧
な
応
対
が
求

め
ら
れ
、
職
員
の
ご
苦
労
が

伺
え
る
。特
に
介
護
職
員
、ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
処
遇

改
善
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
益
々
進

む
中
、
さ
ら
な
る
人
員
不
足

や
な
り
手
不
足
も
、
深
刻
な

課
題
で
あ
る
。
今
の
う
ち
か

　

図
書
の
蔵
書
数
は
、
12
万

冊
で
あ
る
。
貸
し
出
し
コ
ー

ナ
ー
に
６
万
冊
、
倉
庫
に
６

万
冊
を
蔵
書
し
、
県
内
で
も

多
い
方
で
あ
る
。除
籍
、新
冊

更
新
は
毎
年
３
千
冊
を
目
安

に
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、図
書
、

デ
ジ
タ
ル
図
書
は
ど
ち
ら
も

良
さ
が
有
り
伸
ば
し
て
い
き

た
い
。
特
に
利
用
年
齢
層
が

少
な
い
30
か
ら
40
歳
代
を
デ

ジ
タ
ル
図
書
で
呼
び
込
み
た

い
。

　

図
書
館
で
は「
借
り
た
い

な
！
」と
、み
ん
な
に
読
ま
れ

る
新
刊
書
を
そ
ろ
え
る
こ
と

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、特
に
子
ど
も
た
ち
が

図
書
館
に
来
る
機
会
を
創
出

す
る
た
め
、「
の
ぽ
ん
て
さ
ん
」

の
創
作
紙
芝
居
、「
お
は
な
し

の
会
」の
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ

ば
や
お
は
な
し
会
、「
ど
ん
ぶ

ら
こ
」の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

点
字
・
点
訳
講
座
等
の
企
画

を
し
て
い
る
。

　

町
の
す
ぐ
メ
ー
ル
な
ど
通

じ
て
積
極
的
に
案
内
し
、
集

客
に
も
努
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
新
複
合
施
設
内

に
は
図
書
館
の
支
店
的
な
役

割
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

ら
、
行
政
含
め
真
剣
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
全
国
で
頻
発
す
る

自
然
災
害
に
関
し
て
、
福
祉

避
難
の
あ
り
方
は
注
目
さ

れ
て
い
る
。社
協
と
し
て
、訓

練
や
町
の
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
理
解
は
で
き
て
い
る

が
、
発
災
時
に
実
行
動
が
と

れ
る
の
か
不
安
は
あ
る
と
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。防
災
は
、

管
理
者
が
慢
心
で
い
る
こ
と

は
む
し
ろ
危
険
で
あ
る
。
今

後
も
訓
練
の
積
み
上
げ
に
期

待
で
き
る
。

　

今
回
、
会
長
に
も
お
忙
し

い
中
、
同
席
い
た
だ
き
感
謝

す
る
。

　

会
長
、
事
務
局
長
の
職
員

へ
の
労ね

ぎ
ら
い
の
こ
と
ば
を
忘
れ

な
い
姿
勢
が
、
社
協
職
員
の

丁
寧
な
応
対
へ
浸
透
し
て
い

る
の
で
は
と
感
じ
た
。
社
協

の
活
動
に
、
理
解
と
協
力
を

よ
り
深
め
て
い
き
た
い
。

（
水み

ず
い
で出　

康こ
う
せ
い成
）

委
員
会
報
告
（
閉
会
中
の
調
査
）

～「デジとしょ信州」はご存知ですか～
＆福祉を支える社協

社会文教常任委員会

坂城町立図書館

社協にて詳しく説明を受けた

さ
れ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
利

用
者
増
に
期
待
が
持
て
る
と

し
て
館
長
の
目
は
輝
い
て
い

た
。

◆
社
協
で
は
、住
民
の
福
祉
・

保
健
・
医
療
・
教
育
な
ど
行

政
と
協
力
し
て「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」を
目
指
し
た
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
幅
広

い
事
業
内
容
に
つ
い
て
活
動

状
況
を
伺
っ
た
。

　

主
幹
７
事
業
の
も
と
38
事

業
を
運
営
す
る
。

　

事
務
局
職
員
数
54
名
。
令

和
６
年
度
一
般
会
員
３
６
４

▲社協ホームページは
　こちらから
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水道事業広域化に関する研修

総務産業常任委員会

坂城第１配水池（御所沢）にて

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
は

１
月
30
日（
木
）に
、
上
田
長

野
地
域
水
道
事
業
広
域
化
に

関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。

　

建
設
課
か
ら
今
ま
で
の
経

緯
と
水
道
事
業
の
課
題
と
取

り
組
み
状
況
な
ど
概
要
説
明

を
受
け
た
。現
地
視
察
で
は
、

町
内
の
坂
城
第
１
配
水
池

（
御
所
沢
）、
中
之
条
配
水
池

の
経
年
変
化
・
施
設
状
況
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

　

経
緯
は
、昭
和
37
年
12
月
、

現
在
の
長
野
市
、千
曲
市
、上

田
市
、坂
城
町
に
お
い
て
、県

企
業
局
が
４
上
水
道
事
業
と

35
簡
易
水
道
事
業
を
引
き
受

け
、
上
水
道
事
業
と
し
て
開

始
し
た
。

　

令
和
５
年
３
月
に
は
、
長

野
県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
が
改
定

さ
れ
、
上
田
長
野
地
域
に
お

け
る
広
域
連
携（
事
業
統
合
）

の
方
向
性
が
整
理
さ
れ
た
。

　

現
在
の
水
道
事
業
の
課

題
は
、
①
人
口
減
少
に
よ
り

料
金
収
入
が
大
幅
に
減
少 

②
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

維
持
管
理
や
更
新
費
用
の

増
大
化 

③
水
道
事
業
を
支

え
る
人
材
不
足
等
で
あ
る
。

　

各
市
町
で
は
昨
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
基
本
計
画

（
素
案
）に
対
す
る
住
民
の
意

見
聴
取
を
行
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
の
一
つ
は
、

住
民
に
対
し
十
分
な
説
明
な

ど
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
本
年
度
内
に
構
成
団
体

間
で
基
本
計
画
の
合
意
を
目

指
す
予
定
で
あ
る
。現
在
、明

確
な
時
期
が
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、そ
の
後
、事
業
計
画
の

策
定
後
に
企
業
団
設
立
に
向

か
う
予
定
で
あ
る
。

（
中な

か
む
ら村　

忠た
だ
や
す靖
）

議 会 日 誌 （主なもの）

２
月

20日  議会全員協議会
21日  長野広域連合議会定例会
25日  議会運営委員会
26日  町例月現金出納検査
　　 中心市街地街並み整備のための意見交換会

３
月

３〜21日  ３月議会定例会　
 ３日  議会全員協議会
３・26・31日  議会報編集委員会
 ６日  さかきテクノセンター理事会
17日  町都市計画審議会
18日  新複合施設建設委員会
19日  町空家等対策協議会
25日  町例月現金出納検査
　　  さかきテクノセンター評議員会
28日  町土地開発公社理事会

１
月

７・14・17・20日  議会報編集委員会
20日  議会全員協議会
21日  町村議会広報研修会
27日  上田地域市町村議会議員研修会
28日  町例月現金出納検査
29日  上田地域広域連合議会代表者会
30日  総務産業常任委員会（閉会中の調査）

２
月

 ２日  町議員研修会
 ４日  第１回議会臨時会
 ５日  六ケ郷用水組合議会定例会
 ６日  町国民健康保険運営協議会
12日  千曲坂城消防組合議会定例会
13日  社会文教常任委員会（閉会中の調査）
14日  千曲衛生施設組合議会定例会
18・25日  上田地域広域連合議会定例会
19日  長野県町村議会議長会定期総会
　　 葛尾組合議会定例会
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坂
城
町
議
会
で
は
、
2
月
2
日（
日
）に

役
場
講
堂
に
て
茨
城
県
取
手
市
総
務
部
情

報
管
理
課
長
岩い

わ
さ
き
ひ
ろ
ま
さ

﨑
弘
宜
氏
を
講
師
に
招
き

「
議
会
基
本
条
例
及
び
一
般
質
問
に
つ
い

て
」の
研
修
を
開
催
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
の
役
割
や
責

務
、住
民
と
の
関
係
性
、議
員
活
動
の
基
本

的
な
考
え
方
な
ど
を
明
文
化
し
、
議
会
の

活
動
を
住
民
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
、

開
か
れ
た
も
の
と
す
る
た
め
の
重
要
な
条

例
で
あ
る
。
地
域
住
民
へ
の
活
動
の
可
視

化
や
政
策
形
成
機
能
の
強
化
な
ど
、
現
代

に
求
め
ら
れ
る
議
会
の
姿
を
実
現
す
る
た

め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
議
員
は「
個
々
」と
し
て
活

動
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
今
後
は「
議
会
」

と
し
て
一
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

を
目
指
し
、
坂
城
町
議
会
と
し
て
も
新
た

な
議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
般
質
問
の
研
修
で
は
、
坂
城
町
議
会

で
過
去
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
一
つ
を

例
題
に
取
り
上
げ
、
よ
り
良
い
一
般
質
問

と
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
構
成
が
求

め
ら
れ
る
か
を
、実
践
形
式
で
学
ん
だ
。そ

の
中
で
、「
質
問
」と「
質
疑
」の
使
い
分
け

が
正
し
く
で
き
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が

あ
っ
た
。

　
「
質
問
」と
は
疑
問
点
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
問
う
こ
と
で
あ
り
、「
質
疑
」と

は
さ
ら
に
深
く
内
容
を
確
認
す
る
も
の
で

あ
る
。こ
の
違
い
を
正
し
く
理
解
し
、本
来

「
質
問
」を
行
う
べ
き
場
面
で
、単
な
る「
わ

か
ら
な
い
か
ら
聞
く
」と
い
っ
た
姿
勢
に

な
っ
て
い
な
い
か
を
、
今
一
度
各
議
員
が

自
ら
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、一
般
質
問
に
お
い
て
は「
知
る
こ

と
」を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、事
前
調

査
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
、「
何
の
た
め

に
」「
何
を
質
し
」「
ど
の
よ
う
な
提
案
を

し
た
い
の
か
」を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

議
員
の
質
の
向
上
は
常
に
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
町
の
代
表
と
し
て
活
動
し
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
な
が
ら
、
今
後
も

一
つ
ひ
と
つ
の
発
言
に
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。（

大お

日び

向な
た　

進し
ん

也や

）

町議会主催の議員研修会を開催
 「議会基本条例及び一般質問等について」　　

　　講  師  茨城県取手市総務部情報管理課長  岩
い わ さ き

㟢弘
ひ ろ ま さ

宜 氏

研 修 報 告
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上田地域市町村議会議員研修会
 演 題　「真の地方創生と地方議会への期待」
 講 師　大正大学教授　地域構想研究所所長
　　　　　　　　　　　　　　　　片

かた

山
やま

  善
よし

博
ひろ

 氏

　

１
月
27
日（
月
）
に
上
田

地
域
市
町
村
議
会
議
員
研
修

会
に
参
加
し
た
。
上
田
地
域

定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
い

る
自
治
体
の
議
員
が
集
い
、

様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
鳥
取
県
知
事
を

務
め
ら
れ
、退
任
後
、総
務
大

臣
も
経
験
さ
れ
た

片 か
た
や
ま
よ
し
ひ
ろ

山
善
博

氏
か
ら「
真
の
地
方
創
生
と

地
方
議
会
へ
の
期
待
」と
題

し
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

た
。

　

片
山
氏
か
ら
は「
自
治
体

で
決
定
権
を
持
っ
て
い
る
の

は
地
方
議
会
。
市
役
所
な
ど

行
政
は
執
行
部
で
あ
っ
て
、

決
め
る
の
は
地
方
議
会
。
そ

う
い
う
認
識
、
自
覚
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
前

置
き
し
た
上
で
、
地
方
議
会

は
現
状
の
ま
ま
で
は
よ
く
な

い
こ
と
や
、
意
識
を
変
え
て

ほ
し
い
。

　

地
方
自
治
体
の
最
高
決
定

機
関
で
あ
る
議
会
に
関
心
が

低
く
、
議
会
が
頼
り
が
い
が

あ
る
と
思
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
。
そ
の
上
で
ど
う

す
れ
ば
改
善
で
き
る
の
か
を

考
え
て
欲
し
い
と
私
達
に
投

げ
か
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
改
革
の

た
め
、
議
会
基
本
条
例
を
苦

労
し
て
作
っ
た
が
、
た
ぶ
ん

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ

の
ほ
か
に
様
々
な
改
革
を
し

て
い
る
と
思
う
が
、
ピ
ン
ト

が
ず
れ
て
い
れ
ば
効
果
は
で

な
い
と
続
け
て
指
摘
さ
れ

た
。

　

そ
も
そ
も
議
会
と
は
何

か
。
議
員
で
し
か
で
き
な
い

こ
と
は
、
条
例
や
予
算
を
決

め
る
こ
と
。
決
め
る
と
い
う

こ
と
は
、
結
果
に
責
任
を
持

つ
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
公
聴
会
な
ど
を

開
き
当
事
者
か
ら
話
を
聞
い

て
裏
を
取
る
こ
と
。
地
方
創

生
の
政
策
な
ど
で
、
国
な
ど

の
い
う
こ
と
を
鵜
呑
み
に
し

な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

片
山
氏
の
話
を
聞
き
、
各

議
員
が
常
に
見
識
を
深
め
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
の

役
割
果
た
す
こ
と
、
そ
し
て

様
々
な
立
場
の
意
見
を
議
会

の
場
で
聞
き
、
良
い
政
策
を

作
っ
て
い
く
責
任
が
あ
る
と

感
じ
た
。

（
山や
ま
し
ろ城　

峻し
ゅ
ん
い
ち一
）

　３月23日南日名区季
き

野
の

宮
みや

・天満宮にて春
祈祷祭が行われた。南日名公民館を午前９
時に出発し季野宮へ巡行し到着後、神官に
より修

しゅ

祓
ばつ

、祭典が執行され、参拝者の皆に赤
飯が配られる。
　その後、南日名若者連による「南日名太

だい

神
か

楽
ぐら

獅子舞」（表紙写真）が演奏され盛り上が
りを見せた。

　終わりに神社を出発して、10戸ほどの決められた家を訪れ獅
子舞を行い、邪気を払う。招いた家は、獅子舞演者ヘのふるまい
とついて回る子どもたちへお菓子をあげる。
　子どもたちは、いっぱいもらえるようにリュックを背負って
参加。老若男女が触れ合う大変素晴らしい祭事であった。
　今後も末永く継承されることを願う。　　（文：水

みずいで

出　康
こう

成
せい

）

議
会
事
務
局
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
柳
澤
ひ

ろ
み
議
会
係
長
が
会
計
室
会
計

係
長
と
し
て
異
動
し
ま
し
た
。

柳
澤
係
長
に
は
３
年
間
、
議
会

運
営
等
に
ご
苦
労
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

後
任
と
し
て
、
商
工
農
林
課

か
ら
井
上
敬
子
係
長
を
迎
え
ま

し
た
。
新
係
長
の
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

春の訪れ（タラの芽とふきのとう）

新学期 児童と桜（南条小学校）

春春へのへのとびらとびら表 紙 の 写 真
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わがまちのアイドル

‖  

坂城の子は坂城で育てる 

‖

坂城町で生まれたお子さんを紹介します。

平
　 

和

◎
発

行
/長

野
県

埴
科

郡
坂

城
町

議
会

　
責

任
者

/滝
沢

幸
映

　
編

集
/議

会
報

編
集

委
員

会
◎

印
刷

/株
式

会
社

シ
ー

デ
ン

ス
TEL（

代
表

）（
0268）82-3111（

直
通

）（
0268）75-6213   FAX（

0268）82-8307
E-m

ail/gikai@
tow

n.sakaki.lg.jp

　

私
た
ち
は「
当
た
り
前
」だ
っ
た

日
常
が
変
化
す
る
時
、人
は
そ
の「
あ

り
が
た
さ
」に
気
づ
く
こ
と
が
多
い
。

　

自
身
の
健
康
、家
族
か
ら
の
愛
情
・

平
穏
な
暮
ら
し
も
そ
う
だ
ろ
う
。　

　

今
も
世
界
の
各
地
域
で
紛
争
が
続

き
、気
候
変
動
・
核
兵
器
の
問
題
な
ど

が
私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
る
。

　

あ
る
本
に
は「
そ
の
解
決
の
た
め

の
方
途
と
原
理
は
、対
話
と
行
動
で

あ
り
、心
と
心
を
結
ぶ
対
話
こ
そ
が
、

平
和
へ
の
一
歩
」で
あ
る
と
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、先
ず
は
身
近
な

家
族
・
友
人
の
声
を
聴
く
。そ
し
て

「
当
た
り
前
」と
い
う「
小
さ
な
幸
せ
」

に
感
謝
す
る
こ
と
、こ
れ
が
平
和
を

語
る
一
つ
の
答
え
か
も
し
れ
な
い
。

（
中
村　

忠
靖
）

第７回

発
行
責
任
者　

議　
　

長�

滝
沢　

幸
映

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長�

中
嶋　
　

登

　
　
　
　
　

副
委
員
長�

山
城　

峻
一

　
　
　
　
　

委　
　

員�

中
村　

忠
靖

�

水
出　

康
成

塚
田　
　

舞

～名前の由来は～
　真っ直ぐ自由に育ってほしいという願
いを込めて真由と名付けてもらったよ。

～好きな遊びは～
　お兄ちゃんと追いかけっこをするのが
大好き！
　お兄ちゃんの後を、ハイハイで一生懸
命に追いかけているよ。

～坂城町でお気に入りの
　　　　　　　　　場所は～

　絵本がたくさんある図書館。
　いつも図書館までお散歩をしていくんだ。

～最近できたことは～
　手を合わせて「いただきます」と「ごちそうさま」ができるよ
うになったよ。
　「まんま」と言いながら、ベビーサインで「おいしい」や「もっ
と」をパパママに教えるんだ。

～パパママからの一言～
　満面の笑みに、パパとママはいつもすごい癒されているよ。
　これからもいっぱい食べて、いっぱい寝て、すくすく元気に育ってね。

塚田  真
ま

由
ゆ

 ちゃん （1才：中之条、写真：左）
お兄ちゃんの結

ゆい

仁
と

くんと一緒に
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